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１．経営成績・財政状態に関する分析

（1）経営成績に関する分析 

① 当連結会計年度の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、個人消費及び設備投資ともに伸びが鈍く、景気は停滞基調

で推移しました。 

このような経営環境の下、当社グループは、各事業において売上拡大を目指し新規取引先及び顧客

の開拓を積極的に行うとともに、合理化を図りコスト削減を行ってまいりました。 

当連結会計年度の当社グループの売上高は12億１千４百万円（前連結会計年度比47.8％増）、営業

損失４億３千９百万円（前連結会計年度は営業損失８百万円）、経常損失４億８千７百万円（前連結

会計年度は経常損失５百万円）、親会社株主に帰属する当期純損失４億８千４百万円（前連結会計年

度は親会社株主に帰属する当期純損失５千８百万円）となりました。 

 単体の業績につきましては、当事業年度の売上高は３億７千２百万円（前事業年度比78.9％増）、

営業損失１億３千万円（前事業年度は営業利益３百万円）、経常損失１億７千９百万円（前事業年度

は経常利益４百万円）、当期純損失１億７千５百万円（前事業年度は当期純損失４千２百万円）とな

りました。 

 

 事業分野別の概況は次のとおりであります。 

＜不動産事業＞ 

 当事業におきましては、東京都港区西麻布ビルのテナントと住宅部分の安定した賃料収入を確保す

ることができました。 

 当事業の売上高は１億９千４百万円（前連結会計年度比6.9％増）、営業利益は１億２千５百万円

（前連結会計年度比4.5％増）となりました。 

 

＜繊維事業＞ 

 子会社の日本レース株式会社が展開している当事業におきましては、前年度に続きレース服地がフ

ァッションの流れに乗り好調に推移しております。ヒット商品となった綿レースは、今年度は減少傾

向でありましたが、レース製品の引き合いは多くアパレル各社からのオリジナル別注企画の受注を多

く得られました。ヒット商品としては、天然素材にスカラップのシンプルなコース柄の全面刺繍、カ

ットソーからワンピースまでと汎用性があり大口受注となりました。 

 当事業の売上高は９千５百万円（前連結会計年度比4.8％減）、営業利益は９百万円（前連結会計

年度比7.5％増）となりました。 

 

＜化粧品事業＞ 

子会社の日本レース株式会社が化粧品及び医薬部外品のＯＥＭ製造・販売を行う当事業におきまし

ては、主にインターネット販売、通信販売、理美容業界、エステサロン、ドラッグストア向けの商品

を製造しており、洗顔料、シャンプー、リンス、クリーム、化粧水、美容液、育毛剤、歯磨き等、幅

広く取り扱っております。当連結会計年度は、前年度に引き続きオールインワン美容液やホテル向け

のアメニティ商品のＯＥＭ受注が好調でありました。また、採算性を重視したＯＥＭ受注や経費削減

に注力いたしました。 

 当事業の売上高は２億７千４百万円（前連結会計年度比10.7％増）、営業利益は２千９百万円（前

連結会計年度比92.5％増）となりました。 

 

＜ゴルフ場事業＞ 

 ゴルフ場事業では、伊豆スカイラインカントリー株式会社にてゴルフ場運営を行っておりました

が、平成27年８月１日付で当社が保有する同社の株式をすべて譲渡し、当社グループはゴルフ場事業

から撤退しております。なお、平成27年７月31日までの売上高は９千８百万円、営業利益は４百万円

となりました。 
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＜温浴事業＞ 

 子会社の株式会社テルマー湯が東京都新宿区歌舞伎町にて温浴施設「テルマー湯」を運営している

当事業におきましては、ＣＭやテレビ情報番組の放映及び情報誌に多数掲載された宣伝効果により来

館者数が徐々に向上しました。都心でゆっくりと過ごせる高級感かつ清潔感に溢れた快適な癒しの空

間を提供することによって、平成27年８月のオープンから平成28年３月末までに約13万７千人にご利

用頂きましたが、開業準備資金の負担は大きく、当事業の売上高は５億５千１百万円、営業損失は４

億５千７百万円となりました。 

 

② 次連結会計年度の見通し 

 今後の見通しにつきましては、不動産事業におきましては、東京都港区西麻布のテナント及び賃貸

住宅の安定収入を軸に、保有土地の有効利用等に取り組み業績拡大に努めます。 

 繊維事業におきましては、繁忙期における生産工場の確保、納期管理を徹底いたします。平成28年

６月以降は、下期の受注確保のため企画商品を整備し、アパレルの春夏展示会に向け販促活動を行っ

てまいります。 

 化粧品事業におきましては、設備・品質管理を強化・徹底するとともに、既存及び新規のＯＥＭ受

注先へ積極的に営業活動を展開いたします。また、製造・充填・仕上の一貫製造だけでなく、仕上工

程のみの作業も積極的に受注し、ラインに空きがないよう取り組んでまいります。 

 温浴事業におきましては、都心でゆっくりと過ごせる高級感かつ清潔感に溢れた快適な癒しの空間

を提供し、多くのお客様にお楽しみいただけるよう努めてまいります。 

 

 通期の連結業績予想は、売上高17億７千１百万円、営業利益４千６百万円、経常利益４百万円、親

会社株主に帰属する当期純利益１百万円を見込んでおります。 

 上記の業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき当社において判断したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

（2）財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ２億１千９百万円減少し59億２千３百

万円となりました。これは、主に現金及び預金の減少によるものであります。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ４億５千４百万円増加し、25億８千５百万円となりました。これ

は、主に長期借入金が増加したことによるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ６億７千４百万円減少し、33億３千７百万円となりました。これ

は、主に利益剰余金が減少したことによるものであります。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度

末に比べ３億４千５百万円減少し、２億２千２百万円となりました。 

 当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は、２億３千５百万円（前連結会計年度は４千５百万円の獲得）となり

ました。 

 これは主に未収消費税等の増加やその他の負債の減少によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、８億３千万円（前連結会計年度は12億２百万円の使用）となりまし

た。 

 これは主に有形固定資産の取得による支出によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果獲得した資金は、７億２千万円（前連結会計年度は６億７百万円の獲得）となりまし

た。 

 これは主に長期借入れによる収入によるものであります。 

 

  なお、当社グループのキャッシュ・フロー関連指標の推移は下記のとおりであります。 

  平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 

自己資本比率（％） 75.3 65.0 62.2 56.4 

時価ベースの自己資本比率（％） 76.7 69.9 76.5 70.7 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 4.7 － 30.4 － 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 7.3 － 1.7 － 

（注）１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

２．各指標は、次の算式により計算しております。 

(1）自己資本比率           ： 自己資本／総資産 

(2）時価ベースの自己資本比率     ： 株式時価総額／総資産 

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式を除く）により算出して

おります。 

(3）キャッシュ・フロー対有利子負債比率： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

※有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべて

の負債を対象としております。 

(4）インタレスト・カバレッジ・レシオ ： 営業キャッシュ・フロー／利払い 

(5）平成26年３月期及び平成28年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレ

スト・カバレッジ・レシオは、営業キャッシュ・フローがマイナスのため記載しておりませ

ん。 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期の配当 

 利益配分に関する基本方針につきましては、株主に対する利益還元が会社の重要課題のひとつとして

認識いたしております。今後、不動産、繊維、化粧品及び温浴の各事業において収益を拡大することに

より、配当可能利益の確保に努めてまいります。 

  当期の財務状況により、当期の配当金につきましては誠に遺憾ながら無配を継続させていただきま

す。 
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２．企業集団の状況

 当社の企業集団は、当社、子会社３社で構成され、不動産の売買・賃貸、刺繍レースの企画・販売、

化粧品・医薬部外品の製造・販売及び温浴施設の運営を中心として事業活動を行っております。 

 各事業の系統図は、下記のとおりであります。 

 

不動産事業：当社が不動産の売買・賃貸を行っております。 

繊維事業：日本レース㈱が刺繍レースを企画し仕入れて販売しております。 

化粧品事業：日本レース㈱が化粧品、医薬部外品等を製造し販売しております。 

温浴事業：㈱テルマー湯が温浴施設の運営を行っております。 

 なお、ゴルフ場事業を行っていた伊豆スカイラインカントリー㈱は、平成27年８月１日付で当社が

保有する同社の株式をすべて譲渡し、当社グループはゴルフ場事業から撤退しております。 

 

３．経営方針

(1)会社の経営の基本方針 

当社グループは、各事業別に積極的に業容拡大を図ってまいります。また、事業の多角化やＭ＆Ａを

視野に入れ、新たな収益源の確保に努めます。 

(2)目標とする経営指標 

当社グループは、不動産事業、繊維事業、化粧品事業及び温浴事業を中心とした事業展開と企業体質

の強化を図り、売上拡大による営業利益、経常利益、当期純利益の増大を目標としております。 

(3)中長期的な会社の経営戦略と対処すべき課題 

当社グループといたしましては、中長期的には事業の多角化やＭ＆Ａを視野に入れ、新たな収益源の

確保に努めてまいります。 

不動産事業では、不動産の賃貸及び売買により安定的に収益を確保し、積極的に業務拡大に努めてま

いります。 

繊維事業では、ファッショントレンドの情報収集と分析を徹底し魅力あるレース商品の企画を提案す

るとともに、利益率の向上を重視して営業活動を行ってまいります。 

化粧品事業では、多様化する消費者のニーズに対応した商品の企画・開発を行い、ＯＥＭの新規顧客

の開拓と安定したリピートオーダーの確保に注力してまいります。 

- 5 -

エコナックホールディングス株式会社（3521）平成28年3月期　決算短信



温浴事業では、各種イベントを企画するとともに、施設の更なる向上及び運営管理の一層の充実を図

り、より多くのお客様にご来館いただく環境作りに徹することで売上及び収益の拡大に努めてまいりま

す。 

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っておりませんので、現時点では日本基準に基

づき連結財務諸表を作成しております。 
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表
 

    (単位：千円) 

  前連結会計年度 
(平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 567,848 222,236 

受取手形及び売掛金 128,925 102,284 

商品及び製品 13,107 11,724 

仕掛品 5,144 1,451 

原材料及び貯蔵品 35,866 32,761 

販売用不動産 310,634 291,300 

短期貸付金 30,218 － 

その他 10,976 155,137 

貸倒引当金 △4,152 △767 

流動資産合計 1,098,570 816,129 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 454,858 2,665,932 

機械装置及び運搬具（純額） 38,230 136,024 

工具、器具及び備品（純額） 15,454 108,257 

土地 2,192,617 1,940,115 

コース勘定 362,224 － 

建設仮勘定 1,727,312 － 

有形固定資産合計 4,790,699 4,850,330 

無形固定資産    

のれん 2,340 － 

借地権 83,445 83,445 

ソフトウエア 656 6,732 

電話加入権 2,086 2,086 

無形固定資産合計 88,529 92,265 

投資その他の資産    

投資有価証券 600 600 

その他 176,862 163,845 

貸倒引当金 △12,282 － 

投資その他の資産合計 165,180 164,445 

固定資産合計 5,044,409 5,107,040 

資産合計 6,142,979 5,923,170 

 

- 7 -

エコナックホールディングス株式会社（3521）平成28年3月期　決算短信



 

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 34,270 45,392 

短期借入金 400,000 100,000 

1年内返済予定の長期借入金 483,568 174,699 

未払法人税等 7,013 7,509 

賞与引当金 － 2,916 

未払金 35,845 54,525 

その他 75,933 47,685 

流動負債合計 1,036,631 432,727 

固定負債    

長期借入金 494,846 1,803,631 

繰延税金負債 47,484 44,245 

再評価に係る繰延税金負債 41,601 39,389 

資産除去債務 147,546 151,896 

長期預り金 325,301 113,436 

その他 37,718 － 

固定負債合計 1,094,499 2,152,599 

負債合計 2,131,130 2,585,327 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,527,811 3,527,811 

資本剰余金 244,825 202,102 

利益剰余金 △37,123 △479,139 

自己株式 △2,078 △2,181 

株主資本合計 3,733,434 3,248,593 

その他の包括利益累計額    

土地再評価差額金 87,037 89,249 

その他の包括利益累計額合計 87,037 89,249 

非支配株主持分 191,376 － 

純資産合計 4,011,848 3,337,843 

負債純資産合計 6,142,979 5,923,170 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
 

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高    

売上高 639,485 1,019,591 

不動産事業収益 182,102 194,738 

売上高合計 821,587 1,214,330 

売上原価    

売上原価 485,058 1,013,026 

不動産事業売上原価 52,052 348,809 

売上原価合計 537,110 1,361,835 

売上総利益又は売上総損失（△） 284,476 △147,505 

販売費及び一般管理費 292,898 292,178 

営業損失（△） △8,421 △439,684 

営業外収益    

受取利息 4,844 2,276 

受取配当金 9 9 

貸倒引当金戻入額 13 2,713 

仕入割引 780 919 

受取保険金 20,000 － 

その他 7,964 2,763 

営業外収益合計 33,613 8,683 

営業外費用    

支払利息 26,775 41,504 

支払手数料 － 12,962 

減価償却費 1,275 1,177 

その他 3,106 1,032 

営業外費用合計 31,156 56,677 

経常損失（△） △5,964 △487,678 

特別利益    

負ののれん発生益 19,894 － 

子会社株式売却益 － 3,087 

預託金償還益 45,467 － 

特別利益合計 65,361 3,087 

特別損失    

固定資産除却損 250 39 

減損損失 85,358 － 

特別損失合計 85,609 39 

税金等調整前当期純損失（△） △26,211 △484,630 

法人税、住民税及び事業税 2,619 3,244 

法人税等調整額 46,717 △3,238 

法人税等合計 49,336 5 

当期純損失（△） △75,548 △484,635 

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に

帰属する当期純損失（△） 
△17,262 103 

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △58,285 △484,739 
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（連結包括利益計算書）
 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当期純損失（△） △75,548 △484,635 

その他の包括利益    

土地再評価差額金 4,245 2,212 

その他の包括利益合計 4,245 2,212 

包括利益 △71,303 △482,423 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 △54,040 △482,526 

非支配株主に係る包括利益 △17,262 103 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 3,374,765 149,940 △36,997 △2,076 3,485,630 

当期変動額           

新株の発行（新株予約権の
行使） 

153,045 153,045     306,091 

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）     △58,285   △58,285 

自己株式の取得       △2 △2 

欠損填補   △58,160 58,160   － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 153,045 94,885 △125 △2 247,803 

当期末残高 3,527,811 244,825 △37,123 △2,078 3,733,434 

 

           

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計 
  土地再評価差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 82,792 82,792 6,211 249,408 3,824,043 

当期変動額           

新株の発行（新株予約権の
行使）         306,091 

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）         △58,285 

自己株式の取得         △2 

欠損填補         － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 4,245 4,245 △6,211 △58,031 △59,998 

当期変動額合計 4,245 4,245 △6,211 △58,031 187,805 

当期末残高 87,037 87,037 － 191,376 4,011,848 
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当連結会計年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 3,527,811 244,825 △37,123 △2,078 3,733,434 

当期変動額           

新株の発行（新株予約権の
行使）         － 

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）     △484,739   △484,739 

自己株式の取得       △102 △102 

欠損填補   △42,723 42,723   － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）         － 

当期変動額合計 － △42,723 △442,015 △102 △484,841 

当期末残高 3,527,811 202,102 △479,139 △2,181 3,248,593 

 

           

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計 
  土地再評価差額金 その他の包括利益累

計額合計 

当期首残高 87,037 87,037 － 191,376 4,011,848 

当期変動額           

新株の発行（新株予約権の
行使）         － 

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）         △484,739 

自己株式の取得         △102 

欠損填補         － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

2,212 2,212   △191,376 △189,163 

当期変動額合計 2,212 2,212 － △191,376 △674,005 

当期末残高 89,249 89,249 － － 3,337,843 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
 

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純損失（△） △26,211 △484,630 

減価償却費 69,164 183,406 

減損損失 85,358 － 

のれん償却額 4,681 1,560 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,825 △2,655 

賞与引当金の増減額（△は減少） － 2,916 

受取利息及び受取配当金 △4,854 △2,286 

支払利息 26,775 41,504 

子会社株式売却損益（△は益） － △3,087 

有形固定資産除却損 250 39 

負ののれん発生益 △19,894 － 

売上債権の増減額（△は増加） △8,120 4,828 

たな卸資産の増減額（△は増加） △9,746 21,910 

仕入債務の増減額（△は減少） 10,430 13,284 

未払消費税等の増減額（△は減少） 18,252 △11,154 

未収消費税等の増減額（△は増加） 2,947 △141,309 

長期預り金の増減額（△は減少） △71,025 43,914 

その他の資産の増減額（△は増加） △143,745 71,393 

その他の負債の増減額（△は減少） 130,322 68,453 

小計 66,408 △191,911 

利息及び配当金の受取額 4,812 2,273 

利息の支払額 △27,448 △42,772 

法人税等の還付額 3,597 － 

法人税等の支払額 △2,013 △2,661 

営業活動によるキャッシュ・フロー 45,356 △235,070 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △1,182,802 △1,090,807 

無形固定資産の取得による支出 △600 △7,116 

差入保証金の回収による収入 442 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入 
－ 237,093 

子会社株式の取得による支出 △20,874 － 

貸付金の回収による収入 1,353 30,218 

出資金の払込による支出 △1 △10 

出資金の回収による収入 30 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,202,452 △830,621 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 400,000 100,000 

短期借入金の返済による支出 － △400,000 

長期借入れによる収入 － 1,800,000 

長期借入金の返済による支出 △83,568 △776,772 

新株予約権の行使による株式の発行による収入 299,880 － 

リース債務の返済による支出 △8,807 △3,045 

自己株式の取得による支出 △2 △102 

財務活動によるキャッシュ・フロー 607,502 720,080 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △549,594 △345,611 

現金及び現金同等物の期首残高 1,117,442 567,848 

現金及び現金同等物の期末残高 567,848 222,236 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を当連結会計年度から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差

額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更し

ております。また、当連結会計年度の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得

原価の配分額の見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加

えて、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示

の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4）、連結会計基準第44－５項(4）及び事業

分離等会計基準第57－４項(4）に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首時点から将来にわたっ

て適用しております。

   これによる連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は事業持株会社であり、当社主導のもと、グループ全体の経営の効率化を図るとともに、製品・サービス別の

事業部門を置き、各事業部門の権限と責任を明確化することで経営の自由度を高め、独自性を発揮して当社グループ

を発展させる体制を目指しております。

したがって、当社は、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「不動産事

業」、「繊維事業」、「化粧品事業」、「ゴルフ場事業」及び「温浴事業」の５つを報告セグメントとしておりま

す。

「不動産事業」は当社がテナントビル及び住居の賃貸、不動産の売買・仲介を行っております。「繊維事業」は日

本レース㈱繊維部門が刺繍レースを中心に企画し、仕入れて販売しております。「化粧品事業」は日本レース㈱化粧

品部門が化粧品、医薬部外品等を製造し販売しております。「ゴルフ場事業」は伊豆スカイラインカントリー㈱がゴ

ルフ場を運営しておりましたが、平成27年８月１日付で当社が保有する同社の株式をすべて譲渡し当社グループはゴ

ルフ場事業から撤退しております。「温浴事業」は㈱テルマー湯が温浴施設を運営しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益（のれん償却前）ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日）

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
  不動産 繊維 化粧品 ゴルフ場 

売上高          

外部顧客への売上高 182,102 100,227 247,649 291,607 821,587 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － 

計 182,102 100,227 247,649 291,607 821,587 

セグメント利益 120,148 9,299 15,259 4,964 149,672 

セグメント資産 4,234,744 124,205 140,456 872,727 5,372,134 

その他の項目          

減価償却費 34,661 － 9,204 24,008 67,874 

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額 

1,345,189 － 1,528 7,428 1,354,145 
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当連結会計年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日）

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
  不動産 繊維 化粧品 ゴルフ場 温浴 

売上高            

外部顧客への売上高 194,738 95,408 274,237 98,316 551,629 1,214,330 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

475 － 36 － － 511 

計 195,213 95,408 274,273 98,316 551,629 1,214,841 

セグメント利益又は損失 
（△） 

125,495 9,999 29,376 4,023 △457,419 △288,523 

セグメント資産 1,804,027 67,063 177,358 － 3,271,782 5,320,231 

その他の項目            

減価償却費 15,250 － 7,876 7,865 151,224 182,216 

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額 

7,405 － 8,885 － 1,058,393 1,074,684 

 

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）
 

（単位：千円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 149,672 △288,523

のれんの償却額 △4,681 △1,560

全社費用（注） △153,412 △149,600

連結財務諸表の営業損失（△） △8,421 △439,684

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：千円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 5,372,134 5,320,231

全社資産（注） 770,844 602,938

連結財務諸表の資産合計 6,142,979 5,923,170

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門の資産であります。

 
（単位：千円）

その他の項目

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

減価償却費 67,874 182,216 1,289 1,189 69,164 183,406

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

1,354,145 1,074,684 － － 1,354,145 1,074,684
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【関連情報】

前連結会計年度（自平成26年４月１日  至平成27年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

（1）売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

 

（2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

 

顧客の名称又は氏名 売上高（千円） 関連するセグメント名

㈱ＢＲＡＮＤ ＴＯＫＹＯ 111,600 不動産事業

 

当連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

（1）売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

 

（2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

特定の顧客への外部売上高が連結損益計算書の売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

前連結会計年度（自平成26年４月１日  至平成27年３月31日）

          （単位：千円） 

  不動産 繊維 化粧品 ゴルフ場 全社・消去 合計 

減損損失 － － － 85,358 － 85,358 

 

当連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】 

前連結会計年度（自平成26年４月１日  至平成27年３月31日）

        （単位：千円） 

  不動産 繊維 化粧品 ゴルフ場 合計 

当期償却額 － － － 4,681 4,681 

当期末残高 － － － 2,340 2,340 

 

当連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）

        （単位：千円） 

  不動産 繊維 化粧品 ゴルフ場 合計 

当期償却額 － － － 1,560 1,560 

当期末残高 － － － － － 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自平成26年４月１日  至平成27年３月31日）

ゴルフ場事業において平成26年６月30日に、子会社である伊豆スカイラインカントリー株式会社の株式を追加取得

したため、19,894千円の負ののれん発生益を計上しております。

 

当連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成26年４月１日
至  平成27年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成27年４月１日
至  平成28年３月31日）

１株当たり純資産額 44.72円 39.07円

１株当たり当期純損失金額（△） △0.70円 △5.67円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額について

は、潜在株式は存在するも

のの１株当たり当期純損失

金額であるため記載してお

りません。

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額について

は、１株当たり当期純損失

金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載し

ておりません。

（注）１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

１株当たり当期純損失金額（△）    

親会社株主に帰属する当期純損失金額（△）（千円） △58,285 △484,739

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純損失金額

（△）（千円）
△58,285 △484,739

期中平均株式数（千株） 83,782 85,424

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表
 

    (単位：千円) 

  前事業年度 
(平成27年３月31日) 

当事業年度 
(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 350,912 111,753 

売掛金 2,243 2,287 

販売用不動産 310,634 291,300 

貯蔵品 48 112 

前渡金 － 3,000 

前払費用 4,616 5,895 

未収消費税等 － 141,309 

関係会社短期貸付金 － 6,000 

その他 2,313 2,568 

貸倒引当金 △74 △132 

流動資産合計 670,695 564,094 

固定資産    

有形固定資産    

建物 599,109 2,988,239 

減価償却累計額 △256,514 △375,975 

建物（純額） 342,594 2,612,264 

構築物 24,040 76,686 

減価償却累計額 △23,613 △29,525 

構築物（純額） 426 47,161 

機械及び装置 54,725 200,097 

減価償却累計額 △52,863 △71,675 

機械及び装置（純額） 1,861 128,421 

工具、器具及び備品 8,137 128,952 

減価償却累計額 △3,594 △27,335 

工具、器具及び備品（純額） 4,542 101,617 

土地 1,940,115 1,940,115 

建設仮勘定 1,727,312 － 

有形固定資産合計 4,016,854 4,829,579 

無形固定資産    

借地権 83,445 83,445 

ソフトウエア － 2,224 

電話加入権 1,776 1,776 

無形固定資産合計 85,222 87,446 

投資その他の資産    

投資有価証券 600 600 

関係会社株式 591,061 383,259 

出資金 30 40 

関係会社長期貸付金 － 99,791 

その他 162,219 162,219 

投資その他の資産合計 753,910 645,910 

固定資産合計 4,855,986 5,562,936 

資産合計 5,526,682 6,127,031 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当事業年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

短期借入金 400,000 100,000 

1年内返済予定の長期借入金 478,564 174,699 

関係会社短期借入金 － 30,000 

未払金 24,884 5,584 

未払費用 1,514 1,627 

未払法人税等 5,733 5,824 

前受金 12,309 12,137 

預り金 333 798 

賞与引当金 － 1,035 

その他 11,940 4,547 

流動負債合計 935,279 336,254 

固定負債    

長期借入金 474,870 1,803,631 

繰延税金負債 46,809 43,626 

再評価に係る繰延税金負債 41,601 39,389 

資産除去債務 144,627 148,910 

長期預り金 68,621 113,436 

固定負債合計 776,529 2,148,993 

負債合計 1,711,809 2,485,248 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,527,811 3,527,811 

資本剰余金    

資本準備金 244,825 202,102 

資本剰余金合計 244,825 202,102 

利益剰余金    

その他利益剰余金    

繰越利益剰余金 △42,723 △175,200 

利益剰余金合計 △42,723 △175,200 

自己株式 △2,078 △2,181 

株主資本合計 3,727,835 3,552,532 

評価・換算差額等    

土地再評価差額金 87,037 89,249 

評価・換算差額等合計 87,037 89,249 

純資産合計 3,814,872 3,641,782 

負債純資産合計 5,526,682 6,127,031 
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（２）損益計算書
 

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高    

不動産事業収益 182,402 329,213 

経営指導料 25,800 43,200 

売上高合計 208,202 372,413 

売上原価    

不動産事業売上原価 52,052 348,809 

売上原価合計 52,052 348,809 

売上総利益 156,149 23,604 

販売費及び一般管理費    

役員報酬 26,700 28,200 

給料 20,850 19,827 

賃借料 16,841 12,875 

諸会費・手数料 42,589 45,976 

厚生費 7,950 8,330 

租税公課 19,271 19,614 

減価償却費 6,921 5,715 

貸倒引当金繰入額 48 58 

その他 11,183 13,692 

販売費及び一般管理費合計 152,356 154,290 

営業利益又は営業損失（△） 3,793 △130,685 

営業外収益    

受取利息 151 36 

貸付金利息 － 374 

固定資産賃貸料 6,000 6,000 

受取手数料 1,200 1,800 

受取保険金 20,000 － 

その他 3,085 376 

営業外収益合計 30,437 8,587 

営業外費用    

支払利息 24,863 41,133 

支払手数料 － 12,962 

貸付資産関連費 2,032 1,936 

減価償却費 1,275 1,177 

その他 1,686 55 

営業外費用合計 29,857 57,266 

経常利益又は経常損失（△） 4,372 △179,364 

特別利益    

子会社株式売却益 － 4,604 

特別利益合計 － 4,604 

特別損失    

子会社株式評価損 － 4,024 

固定資産除却損 － 0 

特別損失合計 － 4,024 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 4,372 △178,784 

法人税、住民税及び事業税 287 △402 

法人税等調整額 46,809 △3,182 

法人税等合計 47,096 △3,584 

当期純損失（△） △42,723 △175,200 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日） 

               

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 株主資本合
計 

  

資本準備金 その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

その他利益
剰余金 

  
繰越利益剰
余金 

当期首残高 3,374,765 149,940 － 149,940 △58,160 △2,076 3,464,468 

当期変動額               

新株の発行（新株予約権の行
使） 

153,045 153,045   153,045     306,091 

当期純損失（△）         △42,723   △42,723 

自己株式の取得           △2 △2 

準備金から剰余金への振替   △58,160 58,160 －     － 

欠損填補     △58,160 △58,160 58,160   － 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）               

当期変動額合計 153,045 94,885 － 94,885 15,436 △2 263,366 

当期末残高 3,527,811 244,825 － 244,825 △42,723 △2,078 3,727,835 

 

    (単位：千円) 

  
評価・換算
差額等 

新株予約権 純資産合計 

  
土地再評価
差額金 

当期首残高 82,792 6,211 3,553,473 

当期変動額       

新株の発行（新株予約権の行
使）     306,091 

当期純損失（△）     △42,723 

自己株式の取得     △2 

準備金から剰余金への振替     － 

欠損填補     － 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額） 4,245 △6,211 △1,966 

当期変動額合計 4,245 △6,211 261,399 

当期末残高 87,037 － 3,814,872 
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当事業年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日） 

               

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本合
計 

  

資本準備金 
その他資本

剰余金 
資本剰余金

合計 

その他利益
剰余金 

  
繰越利益剰
余金 

当期首残高 3,527,811 244,825 － 244,825 △42,723 △2,078 3,727,835 

当期変動額               

新株の発行（新株予約権の行
使）             － 

当期純損失（△）         △175,200   △175,200 

自己株式の取得           △102 △102 

準備金から剰余金への振替   △42,723 42,723 －     － 

欠損填補     △42,723 △42,723 42,723   － 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）             － 

当期変動額合計 － △42,723 － △42,723 △132,476 △102 △175,302 

当期末残高 3,527,811 202,102 － 202,102 △175,200 △2,181 3,552,532 

 

    (単位：千円) 

  
評価・換算
差額等 

新株予約権 純資産合計 

  
土地再評価
差額金 

当期首残高 87,037 － 3,814,872 

当期変動額       

新株の発行（新株予約権の行
使）     － 

当期純損失（△）     △175,200 

自己株式の取得     △102 

準備金から剰余金への振替     － 

欠損填補     － 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額） 

2,212   2,212 

当期変動額合計 2,212 － △173,089 

当期末残高 89,249 － 3,641,782 
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